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   The Porges  Urospiralr, a urethral spiral stent made of stainless steel wire, is designed for pa-
tients with benign prostatic hypertrophy. To evaluate the safety and efficacy of the stent, a pro-
spective noncontrolled study was performed on 60 patients who complained of urinary retention 
(48 patients) or severe dysuria (12 patients) due to prostatic hypertrophy. Four patients had 
neurogenic disorders resulting in bladder dysfunction. The average age of the patients was 77.4 
years old, ranging from 61 to 91 years old. In 48 patients, the stent was used instead of transure-
thral resection of the prostate (TUR-P) because of the patients poor general conditions, while in 
12 patients the stent was transiently used until TUR-P. Subjective symptoms, according to an 
original scoring system, and objective signs, uroflowmetry measurements and residual urine volume, 
before and 3 months after stent insertion were compared. The stent was indwelt for more than 3 
months in 40 of the 57 patients in whom the stent could be inserted. Out of 37 evaluable patients, 
subjective symptoms improved in all the patients and objective symptoms improved in 26 patients 
(70.3%). Complications included urinary incontinence, urination pain, urethral pain, gross  hema-
turia or migration of the stent. Although these complications disappeared in a few days after the 
insertion of the stent in a majority of the patients, the stent was removed in 17 patients due to 
complications within 3 months after insertion. The overall clinical efficacy of this stent was 56% 
in 50 evaluable patients who had no neurogenic disorders. In conclusion, the metallic urethral 
stent is useful for the treatment of severe dysuria or urinary retention due to benign prostatic 
hypertrophy. 
                                                 (Acta Urol. Jpn. 41: 323-328, 1995)
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測定 しそれよりも5～10mm長 いものを使用 した.
留置方法は尿道浸潤麻酔下 または仙骨麻酔下に,尿
道膀胱鏡により直視下に挿入する方法,ま たは五十川

















歳で平均77.4歳であった. Fig.2.ステ ン ト留置 時 尿 道 造影
TableI.自覚症 状 のス コア値
0点 1点 2点 3点
正 常昼 間 の 尿 回 数
(6回まで)






正 常夜 間 の 尿 回 数
(O～且回)






排 尿 の 勢 い たいへん よい 弱いが弧 を描 く
尿線をなすが
弧を描かない
尿 線 を な さ ず
ボタボ タ落 ちる
排尿までの時間 す ぐ出る 少し時間がかかる かなり時間がかかる 非常に時間がかかる
尿の出ている時間 すぐ出てしまう 少し時間がかかる かなり時間がかかる 非常に時間がかかる
排 尿 時 の い きみ い きまない 少 しい きむ かな りい きむ 非常にいきむ
尿 線 の 途 絶 途絶しない たまに途絶する しばしば途絶する いつ も途絶す る
内田,ほか:前立腺肥大症 ・尿道ステソト
Table2.全般改善度判定度(有 効性)
自覚 著 効 有 効 やや有効 無 効
他覚
著 効 著 効 著 効 有 効 やや有効
有 効 著 効 有 効 やや有効 無 効
無 効 やや有効 無 効 無 効 無 効
留置後の観察は,自 覚症状 の スコア値(TableI)
と他覚所見として尿流量測定と超音波検査による残尿
量測定を行い,ま た副作用も記録した.























































であった.排 尿困難群では治療前のSD値 が,留 置
3ヵ月後に2以 上改善を示 したのは28.6%,1以上は
57.1%であった.






Tab!e3.ステ ソ トの有 用 性 判 定表
有効性 著
安全性 効 有 効 やや有効 無
効
問 題 な し きわめて有用 有 用 やや有用 有用でない
ほぼ問題なし 有 用 有 用 やや有用 有用でない
やや問題あり や や 有 用 やや有用 やや有用 有用でない
問 題 あ り 有用でない 有用でない 有用でない 有用でない
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Tab且e4.尿閉 群(41人)の 有 効 性
















Table5.排尿 困 難 群(13人)の 有 効 性






















Fig.3.他 覚 所 見 の 変遷
Table7.合併 症,副 作 用
症例数 途中抜去の主理由
Table6.自覚症状スコアの平均値と改善度 尿 失 禁28 7
留 置 前 留置3カ月後 改 善 度 排 尿 痛19
1
全 体20.1 4.0 80.0% 挿 入 部 痛13
2
尿 閉 群22.2 4.2 81.2%
血 尿10 0
排 尿 困 難 群11.6 3.4 70.4%
異 物 感16 0
昼 間 尿 回 数2.61 O.75 713%
尿 閉3 3
夜 間 尿 回 数2.53 1.28 49.5%
肛 門 部 痛1 0
尿 の 勢 い2,75 0.78 71.7%
移 動4 4
排 尿 まで の時 間2.72 O.33 87。8%
排 尿 時 間2.70 0.31 88.7%
排 尿 時 の い き み2.62 0。25 90,5%
尿 線 の 途 絶2。72 0.28 89.8%
Table8.尿道 ス テ ソ トの 有 用 度
有 用 度 人数
であった.神経因性膀胱を合併 していた1症 例は残尿
量の減少は認めたがSD値 の改善は認 め なかった.
3)副作用,合併症について
副作用,合 併症 としてはTable7に示すように,






抜去 した.う ち1例は階段より転倒 した際,完 全に膀
胱内へ落ち込んでいた,
結石形成に関しては,画像上明らかなものは認めな
かったが,途中抜去例 で3例 に微小結石 の付着を認
めた.
き わ め て 有 用14
有 用14
や や 有 用4
有 用 で な い18
除外 留 置 不 能

























ら6)が84.2%,ダブルマレコヅト型で は武 田 ら7)が
58.8%,コイルステソト型では安本ら8)が68%の有用
率をえている.各種尿道ステントは,留置方法,合併


















































トが長 くのびた り,出血が起 こり,尿道粘膜上皮の巻
き込みが起こっていることが示唆された症例も認めた.
合併症,副 作用についてであ る'が,尿失禁,排 尿
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